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会議の名称 令和４年度第３回佐渡市脱炭素推進会議 
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（１）脱炭素先行地域づくり事業の進捗報告 

（２）戦略３部会の検討報告 

（３）令和４年度に市が実施した、情報発信・意識啓発に関す

る取組 
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備考  

 

会議の概要（主な発言等） 

１ 開会 

 

２ 議題１）脱炭素先行地域づくり事業の進捗報告 

・事務局より説明。 

 

  議題２）戦略３部会の検討報告 

・戦略３部会での議論の内容について各部会長から説明。 

  意見交換等） 

・再エネ導入効果の見える化の取組は、太陽光の利活用について目に見える良い情報発

信と思う。地域エネルギー会社の設立については、東北電力との協議も必要なため、少

しずつ議論を進めていければと思う。 

・電気小売事業は、今の段階で実施できるかわからない状況で、東北電力に相談を始め

たところであり、今後の協議次第となる。新会社は、PPA 事業から着手して次に再エネ電

源を持つということが重要となるが、事業体がないと議論を進めることができないので、

まずは会社設立が必要と考えている。会社設立に向けた事業計画の検討は、参画のご意

向がある会社に加わっていただきつつ、調整等を進めたい。 

・佐渡で再エネ供給を自立化するためには、太陽光以外の電源も相当確保する必要があ

る。一番大きな目標はどのようにエネルギーミックスをするのかだが、そこに東北電力

も入っていただき、事業を進めることが重要と思う。 

・新会社設立の事業として、まずは PPA を主軸に事業を進めるとのことだが、PPA 事業の

収益は必ずしも高くはないと思っている。需要先に高い電気料金をお願いすれば儲かる

が実際は難しく、事業計画を立てるのが難しい。通常のエネルギー会社の事業の進め方

として、まず電源開発と売電があり、PPA 事業は付帯的なものになると認識している。ま

た、離島は設備工事費が高いというのが課題であると思う。 

・本土から工事業者を遠征させると地域貢献の面から外れてしまうことになる。PPA 事業

となる建物屋根への太陽光の設置は FIT の野立とは異なり採算的に厳しいが、本事業は

地域のために行う必要があるので地元工事業者の参画は重要と思う。 

・どのような形で会社設立をしていくのか、議論を進めるべきと思う。ご賛同いただけ

る企業間での協力と議論が必要であり、その中から東北電力と協議を進める新会社が設

立できれば良いと思う。 

 

 

 

 



  議題３）令和４年度に市が実施した、情報発信・意識啓発に関する取組 

・事務局より説明。 

  意見交換等） 

・情報発信部会としては意見等を求めながら具体的な取り組みを進めていくことになっ

ていくが、具体的なスケジュールを立てて進めていくことが重要だと考えている 。 

・シンポジウム等での普及啓発活動だが、市民の方にどのようにご理解をしていただく

かが必要と思う。小学生向けセミナーなどもあるが、どのようにやっていくのかがポイ

ントで、計画的に進めていければと思う。 

 

 


